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東京医療保健大学後援会規約 

第 1章 総則 

第１条 本会は、東京医療保健大学後援会と称する。 

第２条  本会は、東京医療保健大学の建学の精神並びに教育研究の趣旨に賛同し、その向

上に協力して、東京医療保健大学の発展に寄与することを目的とする。 

第３条 本会の事務所は、東京医療保健大学内に置く。 

第 2章 事業 

第４条 本会は、第２条の目的を達成するため、次の各号に掲げる事業を行う。 

１ 東京医療保健大学学生の福利厚生の援助 

２ 東京医療保健大学学生の課外活動等への援助 

３ 東京医療保健大学学生の就職への援助 

４ 東京医療保健大学の施設・設備及び教育の援助 

５ その他、本会の目的を達成するために必要な事業 

第３章 会員 

第５条 本会は、次の会員をもって構成する。 

１ 保護者会員 東京医療保健大学学生の保護者 

２ 賛助会員 本会の趣旨に賛同し、総会で認められた者 

３ 名誉会員 会の発展に寄与した者で、総会で認められた者 

第４章 役員及び職員 

第６条 本会に次の役員を置く。 

１ 会長 １名 

２ 副会長 若干名 

３ 理事 若干名 

４ 幹事 若干名  各学科教員代表及び大学職員 

５ 会計監査 ２名 

６ 顧問 若干名 

第７条 役員の選出方法及び役員の職務は、次のとおりとする。 

１ 会長は総会で選出する。会長は会務を総括し、会議の議長となる。 

２ 副会長は、役員会が推薦し、会長が委嘱する。副会長は会長を補佐し、会長が事故 

ある時は、その職務を代行する。 

３ 理事は保護者会員の中から会長が選出し、総会の承認を得るものとする。 

４ 幹事は、大学からの推薦により、総会で選出する。幹事は、役員会を構成する。 

５ 会計監査は総会で選出する。会計監査は本会の会計を監査する。 

６ 顧問は役員会が推薦し、会長が委嘱する。 



【取扱注意】 
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第８条 役員の任期は１年とし、再任を妨げない。  

２ 役員は、任期満了となった場合でも、後任者が決定するまでは、その職務を執行す

るものとする。 

第９条 本会の事務を処理するため、書記・会計若干名を東京医療保健大学の職員の中か

ら理事長が委嘱する。 

 

第５章 会費及び会計 

第１０条 本会の運営は、会費、寄附金及びその他の収入をもって行う。 

第１１条 保護者会員は、会費年額２０,０００円を納入するものとする。 

第１２条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

第６章 会議 

第１３条 本会は、年 1回定期総会を開催し、会務を報告し、予算及び決算を審議する。 

第１４条 本会は、定期総会の他に、会長が必要と認めたときは、臨時総会及び役員会を 

開くことができる。 

第１５条 会議の議決は、出席者の過半数による。可否同数の時は議長がこれを決定する。 

第１６条 本会の規約の改廃は、総会出席者の３分の２以上の賛成を必要とする。 

 

附 則 

本規約は平成１７年４月１日より実施する。 

本規約は平成１８年２月１５日より実施する。 

本規約は平成２０年６月２４日より実施する。 

本規約は平成２２年６月２９日より実施する。 

本規約は平成３０年７月７日より実施する。 


